
家族性や遺伝性の要因
は後天的に解消すること
はできない

幾つかの型に分けられる
が、主な原因は慢性膵炎、
肥満、喫煙、アルコール摂
取などがリスク要因

慢性膵炎の原因の7割は
過度のアルコール摂取

幾つかの種類に分け
られるが、主な原因は
炎症（膵炎）や外傷

膵臓がんを防ぐための基本的な心構え

（出典：Pfizer Japan Inc）

膵がん

（出典：Pfizer Japan Inc）

膵がん

膵臓がん（膵がん）は、近年における
増加率が最も高い
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誰もが日常的に膵臓がんのリスクを減らすために
は、インスリン抵抗性を高めないようにすること。
インスリン抵抗性が高まると、インスリンは充分に作られていて
血中濃度も高いが、体が（細胞が）その効果を発揮し難い状態に
なる。その結果、血糖値が下がり難くなり、当初は肥満になり易く
なる。やがて、持続する高血糖によって膵臓（のβ細胞）が最初
に糖毒性による傷害を受け、しかも多くのインスリンを作らなけれ
ばならないため、疲弊してしまうことになる。この状態は既に糖尿
病であり、長引くほど膵臓がんのリスクが高まることになる。

インスリン抵抗性が高
まる最大原因は、マグ
ネシウム不足である。
←特に肥満女性の場
合、マグネシウム摂取
量の少ない人ほど、血
中インスリン濃度が高
い。これはインスリン抵
抗性が高まっているこ
とを意味する。
↓マグネシウム摂取量
が多いと糖尿病発症リ
スクが低下する。

マグネシウム摂取量が多い人ほど、
膵臓がんのリスクが低下する。
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